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DP3（主体的な態度）DP2（思考力・判断力・表現力等の能力）

社会学研究科 カリキュラムツリー

● 修士論文

● 論文指導A・B
  （各研究テーマ）

● 合同演習Ⅱa・b

●  合同演習Ⅰa・b

●  プロジェクト演習A・B
  （各研究テーマ）

● 演習A・B
  （各研究テーマ）

【博士課程前期課程（社会学専攻 専門研究コース）】

基幹科目

周囲の人間や社会情勢に対
して知的好奇心と建設的批
判精神を持つことができる。

社会の伝統を理解し尊重し
つつも、新しい社会を築こう
とする主体的な考動力を備
えている。

身近な領域にとどまらず、より
大きな社会、世界を視野にふ
くめてものごとを考える態度
と習慣を身につけている。

1 2 3

● 理論社会学研究　
● 現代社会論研究
● 専門文献研究

応用科目

● 家族社会学研究
● 都市社会学研究
● 教育社会学研究
● 社会病理学研究
● 社会福祉学研究
● 差別論研究
● 文化社会学研究
● 文化人類学研究
● 社会調査論研究
● 地域福祉論研究
● 国際社会学研究
● 環境社会学研究
● 社会学方法論研究
● 社会学特殊研究（各テーマ）

実習科目

● 社会調査実習

DP1（知識・技能）

広い視野に立った学識を得て、専門分野の研究能力の基礎、あ
るいは高度の専門性を要する職業等に必要な能力を発揮でき
る。

1
社会における多様なものの見方や
価値観を認め、他者の意見を傾聴す
るだけにとどまらず、自らの考えを発
信することができる。

社会の事象や人間の行動を冷静かつ
的確に観察して把握した上で、考動力
を基盤として課題を発見し、その解決
方法を提示することができる。
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DP3（主体的な態度）DP2（思考力・判断力・表現力等の能力）

社会学研究科 カリキュラムツリー

● 特定の課題についての研究成果

● 合同演習Ⅱa・b

●  合同演習Ⅰa・b

●  プロジェクト演習A・B
  （各研究テーマ）

● 演習A・B
  （各研究テーマ）

【博士課程前期課程（社会学専攻 課題研究コース）】

基幹科目

周囲の人間や社会情勢に対
して知的好奇心と建設的批
判精神を持つことができる。

社会の伝統を理解し尊重し
つつも、新しい社会を築こう
とする主体的な考動力を備
えている。

身近な領域にとどまらず、よ
り大きな社会、世界を視野に
ふくめてものごとを考える態
度と習慣を身につけている。

1 2 3

● 理論社会学研究　
● 現代社会論研究
● 専門文献研究

応用科目

● 家族社会学研究
● 都市社会学研究
● 教育社会学研究
● 社会病理学研究
● 社会福祉学研究
● 差別論研究
● 文化社会学研究
● 文化人類学研究
● 社会調査論研究
● 地域福祉論研究
● 国際社会学研究
● 環境社会学研究
● 社会学方法論研究
● 社会学特殊研究（各テーマ）

実習科目

● 社会調査実習

DP1（知識・技能）

広い視野に立った学識を得て、専門分野の研究能力の基礎、あ
るいは高度の専門性を要する職業等に必要な能力を発揮でき
る。

1

● 課題研究A・B 
  （各研究テーマ）

社会における多様なものの見方や
価値観を認め、他者の意見を傾聴す
るだけにとどまらず、自らの考えを発
信することができる。

社会の事象や人間の行動を冷静かつ
的確に観察して把握した上で、考動力
を基盤として課題を発見し、その解決
方法を提示することができる。
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DP3（主体的な態度）DP2（思考力・判断力・表現力等の能力）

社会学研究科 カリキュラムツリー

● 修士論文

● 論文指導A・B
  （各研究テーマ）

● 合同演習A・B

●  プロジェクト演習A・B
  （各研究テーマ）

● 演習A・B
  （各研究テーマ）

【博士課程前期課程（社会システムデザイン専攻）】

基幹科目

周囲の人間や社会情勢に対
して知的好奇心と建設的批
判精神を持つことができる。

社会の伝統を理解し尊重し
つつも、新しい社会を築こう
とする主体的な考動力を備
えている。

身近な領域にとどまらず、よ
り大きな社会、世界を視野に
ふくめてものごとを考える態
度と習慣を身につけている。

1 2 3

● 社会システム特論
● 経済システム特論
● 科学・技術システム特論
● 経営・情報システム特論
● 専門文献研究

応用科目

● 社会システム論研究
● 経営管理論研究
● 情報管理論研究
● 社会経済システム論研究
● 人的資源論研究
● 経済政策論研究
● 公共システム論研究
● 科学技術社会論研究
● 人的資源管理論研究
● 地域再生論研究
● 計量社会学研究
● 社会技術論研究
● 社会ネットワーク論研究
● 人間開発論研究
● 企業システム論研究
● ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化論研究

実習科目

● 社会システムデザイン実習A・B

DP1（知識・技能）

広い視野に立った学識を得て、専門分野の研究能力の基礎、あ
るいは高度の専門性を要する職業等に必要な能力を発揮でき
る。

1
社会における多様なものの見方や
価値観を認め、他者の意見を傾聴す
るだけにとどまらず、自らの考えを発
信することができる。

社会の事象や人間の行動を冷静かつ
的確に観察して把握した上で、考動力
を基盤として課題を発見し、その解決
方法を提示することができる。
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DP3（主体的な態度）DP2（思考力・判断力・表現力等の能力）

社会学研究科 カリキュラムツリー

● 修士論文

● 論文指導A・B
  （各研究テーマ）

● 合同演習Ⅱa・b

【博士課程前期課程（メディア専攻）】

基幹科目

周囲の人間や社会情勢に対
して知的好奇心と建設的批
判精神を持つことができる。

社会の伝統を理解し尊重し
つつも、新しい社会を築こう
とする主体的な考動力を備
えている。

身近な領域にとどまらず、よ
り大きな社会、世界を視野に
ふくめてものごとを考える態
度と習慣を身につけている。

1 2 3

● メディア基礎研究
● メディア研究法
● 専門文献研究

応用科目

● メディア史研究
● マス・コミュニケーション理論研究
● 国際ジャーナリズム研究
● 放送メディア研究
● 情報メディア研究
● 情報メディア法研究
● メディア産業研究
● 広告研究
● スポーツ・メディア研究
● 音楽・メディア研究
● メディア表象研究
● ジェンダー・メディア研究
● インターネット・コミュニケーション研究
●ジャーナリズム研究
●メディア文化研究
●メディア技術研究
● メディア特殊研究 　（各テーマ）

実習科目

● メディア調査実習Ａ
● メディア調査実習Ｂ
● ジャーナリズム実習Ａ
● ジャーナリズム実習Ｂ

●  合同演習Ⅰa・b

●  プロジェクト演習A・B
  （各研究テーマ）

● 演習A・B
  （各研究テーマ）

DP1（知識・技能）

広い視野に立った学識を得て、専門分野の研究能力の基礎、あ
るいは高度の専門性を要する職業等に必要な能力を発揮でき
る。

1
社会における多様なものの見方や
価値観を認め、他者の意見を傾聴す
るだけにとどまらず、自らの考えを発
信することができる。

社会の事象や人間の行動を冷静かつ
的確に観察して把握した上で、考動力
を基盤として課題を発見し、その解決
方法を提示することができる。
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DP3（学習に取り組む態度）DP2（求められる資質・能力）

社会学研究科 カリキュラムツリー

● 博士論文 

● 論文指導Ⅲ（各研究テーマ）

● 論文指導Ⅱ（各研究テーマ）

● 論文指導Ⅰ（各研究テーマ）

【博士課程後期課程（社会学専攻）】

周囲の人間や社会情勢に対
して知的好奇心と建設的批
判精神を持つことができる。

社会の伝統を理解し尊重し
つつも、新しい社会を築こう
とする主体的な考動力を備え
ている。

身近な領域にとどまらず、よ
り大きな社会、世界を視野に
ふくめてものごとを考える態
度と習慣を身につけている。

1 2 3

DP1（基本的な知識・技能）

広い視野に立った学識を得て、専門分野の研究能力の基礎、ある
いは高度の専門性を要する職業等に必要な能力を発揮できる。

1

● 社会学総合研究A・B

社会における多様なものの見方や
価値観を認め、他者の意見を傾聴す
るだけにとどまらず、自らの考えを発
信することができる。

社会の事象や人間の行動を冷静かつ
的確に観察して把握した上で、考動力
を基盤として課題を発見し、その解決
方法を提示することができる。

1 2



1
年
次

博
士
課
程
後
期
課
程

2
年
次

3
年
次

社会学研究科 カリキュラムツリー

● 博士論文 

● 論文指導Ⅲ（各研究テーマ）

● 論文指導Ⅱ（各研究テーマ）

● 論文指導Ⅰ（各研究テーマ）

【博士課程後期課程（社会システムデザイン専攻）】
DP3（学習に取り組む態度）DP2（求められる資質・能力）

周囲の人間や社会情勢に対
して知的好奇心と建設的批
判精神を持つことができる。

社会の伝統を理解し尊重し
つつも、新しい社会を築こう
とする主体的な考動力を備え
ている。

身近な領域にとどまらず、よ
り大きな社会、世界を視野に
ふくめてものごとを考える態
度と習慣を身につけている。

1 2 3

DP1（基本的な知識・技能）

広い視野に立った学識を得て、専門分野の研究能力の基礎、ある
いは高度の専門性を要する職業等に必要な能力を発揮できる。

1
社会における多様なものの見方や
価値観を認め、他者の意見を傾聴す
るだけにとどまらず、自らの考えを発
信することができる。

社会の事象や人間の行動を冷静かつ
的確に観察して把握した上で、考動力
を基盤として課題を発見し、その解決
方法を提示することができる。
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社会学研究科 カリキュラムツリー

● 博士論文 

● 論文指導Ⅲ（各研究テーマ）

● 論文指導Ⅱ（各研究テーマ）

● 論文指導Ⅰ（各研究テーマ）

【博士課程後期課程（メディア専攻）】
DP3（学習に取り組む態度）DP2（求められる資質・能力）

周囲の人間や社会情勢に対
して知的好奇心と建設的批
判精神を持つことができる。

社会の伝統を理解し尊重し
つつも、新しい社会を築こう
とする主体的な考動力を備え
ている。

身近な領域にとどまらず、よ
り大きな社会、世界を視野に
ふくめてものごとを考える態
度と習慣を身につけている。

1 2 3
DP1（基本的な知識・技能）

広い視野に立った学識を得て、専門分野の研究能力の基礎、ある
いは高度の専門性を要する職業等に必要な能力を発揮できる。

1

● メディア総合研究Ⅲa・Ⅲb

● メディア総合研究Ⅱa・Ⅱb

● メディア総合研究Ⅰa・Ⅰb

社会における多様なものの見方や
価値観を認め、他者の意見を傾聴す
るだけにとどまらず、自らの考えを発
信することができる。

社会の事象や人間の行動を冷静かつ
的確に観察して把握した上で、考動力
を基盤として課題を発見し、その解決
方法を提示することができる。
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